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Abstract 

This study examined whether the use of the newly developed titanium center disc for snowboarding is effective 

for technical acquisition. The subjects of the study are 5 professional snowboarders and 3 intermediate level 

snowboarders, all of whom are freestyle snowboarders. The analysis was a text mining analysis using KHCoder3. 

And the subject of analysis is a video that the research subject introduces the titanium center disk on SNS (social 

networking service). The result. What was common to both the advanced level and the intermediate level was "force 

transmission", which contributed to accurate board operation. A characteristic statement at the intermediate level 

was that "snowboarding accelerated". Acceleration techniques are the skills needed to step up to an advanced level. 

It can be said that it is meaningful to be able to experience that skill. The characteristic remark at the advanced 

level was "torsion, carving turn". It is possible to refine these skills by using a titanium center disc. It is 

thought that using a titanium center disc is effective for learning the skills of "acceleration", "torsion", 

"carving turn", and "force transmission (Snowboarding operation)". 
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Ⅰ．はじめに 

スノーボードは 1 枚の板（ボード）に両足を固

定して滑走するために，上達する上でバランスが

ポイントとなる．日本スノーボード協会（以下

JSBA）ではスノーボード教程の中でバランスの

スポーツと明言し,バランスの定義を「滑走時に作

用する外力に対応する，能動的な運動による調整

力」としている 1)．また，全日本スキー連盟（以

下 SAJ）でも技術の習得課程でバランスを重要視

している 2)．このようにバランスが重要であるが

故にスノーボードはマテリアルのスポーツと言わ

れ，マテリアルの選択やセッティングによって上

達の度合いが変わるとされている 3)．スノーボー

ドはアルパイン系モデルとフリースタイル系モデ

ルとに大別できるが，どちらのモデルも基本的に

ボード，バインディング，ブーツから構成されて

いる．マテリアルは毎年開発が行われ，各メーカ

ーともに軽さ，強さ，反発力，復元力を追求して

操作性，レスポンス，コントロール，疲労軽減を

追求している 4-8)． 

スノーボードの研究に関しては様々な研究が行

われている．具体的には傷害や雪崩などの安全に

関する研究 9-11)やターンやオーリーなどの技術研

究 12-15)，技術研究を行うための測定機器の研究
16-19)，板やバインディングなどの構造に関する研

究 20-25)，トレーニングやコーチングに関する研究
26-28)，パラリンピック選手用の下腿切断者用装具

の研究 29)などである． 

本研究は新たに開発したフリースタイル用チタ

ン製のセンターディスクをスノーボーダーが試乗

し，その発言・会話に対して計量テキスト分析を

行いスノーボード技術習得ための補助具としての

チタン製センターディスクの有効性を検討した． 
Ⅱ．チタン製センターディスクについて 

センターディスクとはバインディングのパーツ

である．フリースタイル系モデルのバインディン

グの構造はベースプレート，ヒールカップ，ハイ

バック，トウストラップ，アンクルストラップ，

センターディスクから構成されている（図 1）．バ

インディングの役割はスノーボード（板）とブー

ツ（足）を固定することにある．そして直接スノ

ーボード（板）とバインディングを固定（結合）

させているパーツがセンターディスクとなる．セ

ンターディスクの役割として，バインディングと

ボードを連結する足の角度（アングル）の調整，

スノーボーダーの力を板に伝える，雪面の情報を

スノーボーダーに伝えるなどの役割がある． 

 
図 1.バインディングの構造とセンターディスク 

一般的なセンターデイスクはプラスチック，マグ

ネシウム，アルミニウムなどの素材からできてい

る．本チタン製センターディスクはチタンの特性

を生かして軽量（比重 4.51 で銅の約 1/2，鉄の約

60％），高強度（重さあたりではアルミニウムの

約 3 倍，鉄の約 2 倍の強度）30)，薄い形状となっ

ている．なお一般的なセンターディスクとの比較

を表 1 に示した． 
表 1.センターディスクの比較 

 
Ⅲ．方法 

1．対象者と対象データ 

研究対象者は表 2 に示すよう上級者（Pro 
Snowboarders Association ASIA プロスノーボ

ーダーおよび JSBA 有資格者）5 名，中級者 3 名

である．なお表中に参考として研究対象者の技術

スタイル及び競技スタイルを JSBA のカテゴリ

ーに従って示した．技術スタイルのグラウンドス

タイルとはオーリーやノーリーやスピンなどのグ

ラウンドトリックを中心とするスタイル，エアス

タイルとはスノーパークなどのキッカーやテーブ
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ルトップなどでジャンプをするスタイルである．

競技スタイルの HP はハーフパイプ，SS はスロー

プスタイル，SJ はストレートジャンプ，SX はス

ノーボードクロスの略である．なおレベル及びス

タイルの判定はJSBAのC級インストラクター資格

を有する労働安全衛生・事故調査・技能研究を研

究分野とする研究者及び Pro Snowboarders 

Association ASIA プロスノーボーダー資格を持つ

共同研究者が行なった．  
表 2．研究対象者の特性 

 
今回は研究対象者が SNS（social networking 

service）上でチタン製センターディスクを試乗し

ている 8 本の映像を分析の対象とした（表 3）．な

お研究対象者全員がチタン製センターディスクを

使用するのが初めてであった．また試乗する際に

はチタン製センターディスクの素材について説明

をしたが，使用効果や取り付け方法について説明

はしていない. 
表 3．分析対象データ 

 
2. 分析方法および分析手順について 

本研究は分析対象映像の発言および会話の文字

起こしを行い，計量テキスト分析のフリーソフト

ウエアである KH Coder3 を用いて分析を行った.

計量テキスト分析とは内容分析の一種で,質的デ

ータ（文字データ）をコーディングによって数値

化し,計量的分析手法を適用してデータを整理,分

析,理解する方法である 31)-34).また HK Coder の開

発者である樋口は言葉を計量的に分析する意義を,

データ検索による新たな気づき,機械的な分析結

果を第三者に提示することで研究手法が批判・検

討・検証を行うことができ信頼性の向上につなが

る 35)と述べている.本研究の分析手順は KH Coder

を開発した樋口が推奨する手順に従い行なった
31).以下に本研究の具体的な分析手順を示す. 

1)対象データのトランスクリプション:研究対象

者がチタン製センターディスクを試乗している映

像のトランスクリプト化. 

2)前処理の実行(同義語句の統一)：トランスクリ

ブションされた文章を確認して同義語句の統一を

行なった.同義語句の統一に関してはバイン・バイ

ンディング・ビンディングを「バインディング」

に,テク・基礎・テクニカルなどスノーボードの基

礎を学ぶ人を表す言葉を「テクニカル」に，板・

ボードなどスノーボード本体を表す言葉を「板」

に，ダイレクト・直接など雪面の情報が伝わる様

子を「ダイレクト」に,軽量・軽い・超軽量など重

さに対する表現を「軽い」に統一した.  

3)データーのテキスト化：トランスクリプト化し

たデータを KH Coder3 で処理をするためにテキス

ト形式(.txt)によるファイルの作成を行なった. 

4)強制抽出：KH Coder3 分析を行う前に強制的に

抽出する語句の設定を行なった.KH Coder3 の分析

では茶筌（IPADIC：著作権、奈良先端科学技術大

学院大学情報科学研究科自然言語処理学講座松本

研究室）の形態素解析の結果をほぼそのまま利用

しているために,KH Coder3 の品詞体系も茶室の品

詞体系に準じている.そのためにスノーボードの

専門用語であるトーションを“トー”と“ション”

に分解してしまい不十分な分析となる.今回は KH 

Coder3 の機能である「語の取捨選択」機能を使い,

オーリー,トーション,グラウンドトリック,ショ

ートターン,逆エッジ,バタートリックの強制抽出

を行なった．なお以上の作業は JSBA の C 級インス

トラクター資格を有する労働安全衛生・事故調

査・技能研究を研究分野とする研究者及び Pro 

Snowboarders Association ASIA プロスノーボー

ダー資格を持つ共同研究者が行なった．  

5)分析：今回の分析は KH Coder3 が有している頻

出語機能，共起ネットワーク分析機能を用いて行
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った．頻出語機能とはデータ内で多く出現してい

た語を抽出する機能である．共起ネットワークと

は，出現パターンの似通った語，すなわち共起の

程度が強い語を線で結んだネットワークである．

円は語（node）をあらわし，語の出現数（frequency）

に応じて円のサイズが変化する．また円と円を結

ぶ線は共起関係をあらわし，共起の程度（係数：

coefficient）に応じて線の太さが変化する 31,36,37)

という共起を可視化した図である．なお KH Coder3

が有している多次元尺度構成法,階層的クラスタ

ー分析,共起ネットワーク,自己組織化マップの分

析機能の中から,共起ネットワーク分析を選んだ

理由は今回の対象としたデータの情報量（大きい,

小さい）,情報の普及の程度（非常に広く知られて

いる,そこまでは知られていない）との関係から共

起ネットワーク分析を選択した 31)． 

共起ネットワーク分析は初めに「語と語分析」を

行い全体の傾向を把握した．その後スノーボーダ

ーの技術レベルを外部変数に用いて「語と外部変

数見出し分析」を行った．さらに共起ネットワー

クの分析結果を KH Coder の機能である KWIC コン

コーダンス（抽出語が使われている文脈検索）で

検討を行った.共起ネットワーク分析で対象とす

る言葉に注目し,KWIC コンコーダンスで言葉の使

われ方を元のテキストで確認することにより，言

葉がどのような使われ方をしてどのような意味を

持つのかを考察するためである 38.39).さらに本研

究は元のテキストを事例として紹介する際，発言

したスノーボーダーが特定できるようにしている.

この理由であるが本研究はスノーボードのマテリ

アルを使用することによる技術習得貢献への有効

性を検討しているためである．技術の習得過程に

おいて，上級者と中級者が語っていることや,感じ

ていることの水準や内容は異なっており，理解の

水準も異なる．植田 40)は「選手のレベルに合った

内容を理解できる言葉で伝えることは競技力向上

のために必要」とし,狩野 41)も「技能・技術が上

達していない段階では要領を言葉でいっても受け

手には理解されない面もある.しかしある程度上

達してくるとかなり難しい技術上の言葉を理解で

きるようになる」としており， 研究の有効性から

元のテキストをスノーボーダーと共に紹介をした． 

Ⅳ．結果および考察 

今回の分析対象の総抽出語数は 6,333 語で分析

に使用した語数は 2,450 語、解析文は 430 文であ

った。 

1.頻出語分析 

データ内に多く出現していた語の上位 150 位を

表 4 に示した．最も多く出現していた言葉は板で

出現回数は 48 であった．次いで感じ（出現回数

39），思う（出現回数 36），凄い（出現回数 36）で

あった． 

2.共起ネットワーク分析 

1)語と語分析（全体分析：図 2） 

共起ネットワークの分析は，最小出現数 5，最小

文書数 1，共起関係の種類「語−語」，描写する共

起関係の描写を Jaccard 係数により上位 60，語と

語を結ぶ線は「強い共起関係ほど濃い線に」の設

定を行い，Subgraph 分析を行った（以上デフォル

ト設定）. 

分析の結果であるが語の数（node）は 56，線（edge）

として描写されている共起関係の数が 90，社会ネ

ットワーク分析における密度（density）が 0.042

であり 31),比較的強く結びついている語のグルー

プ（Subgraph）の数は 10 であった.なお，図中の

Coefficient は Jaccard 係数で測定した共起の程

度に応じて線の濃淡を変化させる機能で，

Frequency は単語の出現回数を表し出現回数（表 4）

が大きくなると円のサイズも大きくなる機能であ

る．出現した 10 の Subgraph の特徴を以下のよう

に解釈した．  

Subgraph1：チタン製センターディスクを使用す

ることで「生じた変化」に関連するグループ． 

Subgraph2：チタン製センターディスクを使うこ

とで生じた変化の中で「滑りの技術」に関するグ

ループ． 

Subgraph3：チタン製センターディスクを使うこ

とで生じた技術的な変化の中で内力（スノーボー

ダー自身の運動によって板や雪面に力をかけるこ

と）１）を板に伝えやすいことを述べているグルー

プ． 

Subgraph4：チタン製センターディスクの素材で

あるチタンに対するイメージに関するグループ． 

Subgraph5：チタン製センターディスクを取り付
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ける際の困難さに関するグループ． 

Subgraph6：チタン製センターディスクを勧める

対象（人）に関するグループ． 

Subgraph7：チタン製センターディスクの薄さと

軽さに関するグループ． 

Subgraph8：試乗の準備や試乗したいコースに関

するグループ． 

Subgraph9：チタン製センターディスクの欠点を

述べているグループ． 

Subgraph10：チタン製センターディスクを使用す

ることで生じた変化の発言に関するグループ． 

以上となった．次に各グループの詳細を述べる． 

Subgraph1 では，「思う」「言う」「プレートピア

（チタン製センターディスクの商品名）」「ディス

ク」「使う」「変わる」などの発言が多く含まれて

いた．具体的な内容を KWIC 検索の一例で示す.な

お会話の後にある（ ）はスノーボーダーとレベ

ルを表している．「正直，使うまではこのディスク

だけで滑りが変わるとは思ってもいませんでした

（A：上級）」,「夕方でバーンがボコボコなんです

よ.でも跳ねさせられちゃう感じが弱い．本当だっ

たらもっとバタバタってバタつかされて崩される

と思うんですけれどもその感覚が弱い（D：上級）」,

「正直言って僕も悔しい,こんなにも変わるとは

思ってもいなかった（E：上級）」,「チタン製セン

ターディスクを履いた時に感じます気のせいかと

思った.足の裏と雪面が近く，地べた感が凄いなと

思った．（F：中級）」などが一例である．チタン製

センターディスクを使用することで生じた変化の

内容は対象者により様々ではあるが，上級者・中

級者ともにその変化を感じ取ることはできると思

われる． 

Subgraph2 では，「トーション」「カービングター

ン」「感じる」「エッジ」「動き」などの発言が多く

含まれていた．このグループは Subgraph1 で示し

たチタン製センターディスクを使うことで生じた

変化の中で，滑りの技術に関する発言のグループ

といえる．その理由は Subgraph2 のトーションと

表 4．頻出語 
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Subgraph1 使うが点線で結ばれており，この意味

はトーションという語が Subgraph1 に弱いながら

も関連性があると推測されるからである 37,39)．な

おトーションとは本来は板を捻ったときの剛性・

強度のことを指すものであるが，スノーボードで

は内力で板を捻る（操作）という意味でも使われ

ている 42).本研究ではトーションを内力で板を捻

る（操作）の意味において解釈する． 

具体的な内容を KWIC 検索の一例で示す，「板のト

ーションを必要とする滑りはなんでも上達するよ

うな気がする．ターンの動きにも向いている，そ

してキッカーであればキッカーの踏切の時にグッ

とトーションを使って足場を作ってスピンをして

いく，ジブ（注：ジビング．JIBING．人工物を利

用した自由な遊びの意味）であればレール，ボッ

クスに乗った時にトーションを使って逆エッジに

ならないようにするなどそういったトーションを

使うスノーボードの滑りであればなんでも上達で

きると思う（A：上級）」，「板を捻るのがあまりに

も簡単すぎる．柔らかく感じているというよりは，

深く曲げ過ぎてしまう感覚．凄くトーションが掛

かる（E：上級）」，「チタンプレートを付けている

状態と外した状態でカービングターンをすると明

らかに違う（C:上級）」，「少し柔らかいバーンです

けれども硬かったらスペシャルなカービングター

ンができそうな感じがする（F:中級）」が一例であ

る．Subgraph2 の概要を述べると，チタン製セン

ターディスクを使うことにより板を捻る（トーシ

ョン）ことが容易に行えるようになる．その結果，

グラウンドトリックやジビングの際に板のエッジ

を効果的に使ったり逆に解放したりすることが容

易になったり，テクニカル系ではズレの少ないカ

ービングターンが行いやすくなると考えられる．

指導教程や指導書などでも，ボックスでのライデ

ィングにおいてエッジを使うことは転倒のリスク

につながるので 43)エッジが掛かりそうな時は解

図 2. 共起ネットワーク（語と語分析：全体） 

＊図中の囲み線は研究者が追記 
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放することが必要であることや，テクニカル系の

カービングターンを行なう上でも内力によりトー

ションを使うことは有用とされている 42,44)． 

Subgraph3 では，「板」「感じ」「凄い」「力（ちか

ら）」「付く」「加速」などの発言が多く含まれてい

た．このグループの力と付くに関しては出現回数

が板，感じ，凄いよりは低いが 4 つの語と結びつ

いており特徴語であると考えられる 36). 次に特

徴語を中心に KWIC 検索を行なったので一例を示

す．まず力に関する例であるが「センターディス

クが硬いので板，軽い力で板を捻るトーションを

凄く使いやすい．またセンターディスクが歪まな

いので実際に力をグッと伝えている感覚があるの

でカービングターンで踏んでいる時もしっかり乗

れているな，エッジグリップ力があるなと感じた

（A：上級）」，「板をちょっと持ち上げただけで力

の伝わり方全然違う（E：上級）」，「慣れれば勢い

余って転倒した力を，体を回転させる力に変える

ことができる（G：中級）」，「少ない力で加速がで

きる（H：中級）」などであった．次に付くに関す

る例であるが「板が付いてくる．上に引き上げる

のが軽くなった感じ（A：上級）」，「なんだろう？

板が雪面に吸い付いている．上手く表現できない

（E：上級）」，「両足をつけたのですけれども，な

んか俺吸い付くような気もします（F：中級）」，「ビ

スと板が直にくっ付いているこの薄さで．本当に

動かしやすい（G：中級）」などが一例である．加

速に関しては「本当に加速しやすいです（H：中級）」

などであった．また力と加速が両方使われていた

発言に「板から力が逃げないので減速せずに，ど

んどん加速する（B：上級）」があった．以上

Subgraph3 は特徴語である力に関連しており，軽

い力でトーションが可能，ノーマルセンターディ

スクよりも力が板に伝わる，操作がし易いなどス

ノーボーダー自身の内力を板に容易且つ正確に伝

えられることが述べられている．また後述するが

Subgraph4 には同じスノーボーダーの発言で元の

センターディスクに戻したら加速しなくなったと

いう発言もあり，チタン製センターディスクの力

を伝える性能が高いことが推察できる． 

Subgraph4は Subgraph3と類似している内容であ

り，発言は「チタン」「感覚」「プレート」「硬い」

の 4 つが含まれていた．KWIC 検索の一例は「プレ

ートが歪まないので，伝えている感覚がある（A：

上級）」，「自分のセンターディスクに戻したら、加

速が全く無かった．最後に自分の（センター）デ

ィスクに交換して滑ったがプレート全体が（沈黙）

結構イライラした（H：中級）」などであった．プ

レートとはベースプレートのことでチタン製セン

ターディスクに変えるとベースプレート全体の硬

さの感覚も変化することが推測される．また

Subgraph4 の「プレート」が点線で Subgraph2 の

「感じる」と繋がっており，関係性を KWIC 検索か

ら検討したが Subgraph1「使う」と Subgraph2「ト

ーション」との関係性のように特徴的で意味のあ

る関係性を見出すことはできなかった。 

Subgraph5 では，「アングル」「じゃあ」「角度」「取

り付ける」の 4 つが含まれていた．KWIC 検索の一

例は「酷評できる点はアングル角度です，アング

ル角度の調整が難しかった．あとはメリットしか

見つからなかった（D：上級）」，「取り付ける上で

アングル角度が分かりにくい（E：上級）」などで

ある．このグループはチタン製センターディスク

を取り付ける際の困難さに関するグループといえ，

チタン製ディスクの短所を表している．取り付け

が困難な理由として，研究対象者がチタン製セン

ターディスクを試乗した時はまだ試作品であった

ため通常センターディスクについている，アング

ル角度を調整する目盛りがない状態であった，そ

のためにこのような結果になったと考えられる． 

Subgraph6 は，「人」「滑る」「実際」「見る」の 4

つが含まれていた．このグループはチタン製セン

ターディスクを勧めたいレベルやスタイルについ

て述べられている．具体的な発言内容を KWIC 検索

の一例で示すと「例えばグラウンドトリックをや

っていると，稀にノーマルディスクが割れる人が

います．何故かというと物凄い力で板を引き上げ

たり，捻ったりする動作を何回も繰り返すからで

す．パワフルな人はディスクが陥没して割れるこ

とがあります，そのような経験のある人はこのデ

ィスクは良いと思う．（A：上級）」、「板に取り付け

る穴が 4 ヶ所固定式なのでセンタリングができな

い．センタリングは必要ないという人やスノーボ

ードを快適に滑りたい，少しでも上達したい人に
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はお勧めです（D：上級）」，「パークを滑っている

人は使った方が絶対有利です．中級以下の方でも

違いが実感できる人は実感できると思う（E：上級）」

などの発言であった． 

Subgraph7 では，「本当に」「薄い」が含まれてお

り，チタン製センターディスクの薄さと軽さに関

係するグループである．KWIC 検索の一例は，「チ

タンにするって、薄くて軽いの（A：上級）」，「も

う本当に薄い（E：上級）」，「ディスクが薄くなり，

ジャンプとかしたら足が痛かなと不安です．（F：

中級）」などチタン製センターディスクの薄さと軽

さが傑出している内容であった． 

Subgraph8 は「試す」「付ける」が含まれている

内容で試乗に関する内容であった．KWIC 検索の一

例は「大きなバーンでより踏んでみて試してみた

い（B：上級）」，「みんなに絶対試してもらいたい

（D：上級）」などである． 

Subgraph9 は「センタリング」「楽しい」が含ま

れた内容で，Subgraph5 と類似したチタン製セン

ターディスクの短所に関する内容であった．KWIC

検索の一例は「ビス穴がもう固定なので，センタ

リングをするためのバインディングを前後にずら

す機能が付いていない．（A：上級）」、「センタリン

グができると絶対買です（H：中級）」などチタン

製センターディスクの欠点に関するグループであ

る．チタン製センターディスクは通常のディスク

と異なり（図１）板に取り付ける 4 つの穴が固定

式である．そのために板に取り付けたバインディ

ングを前後に調整するセンタリングが出来ない．

センタリングとはブーツの中心とスノーボードの

横幅を調整する 3）,45)ことである．センタリングの

調整を行うことでヒールターン中に踵が雪面に接

触するドラグ（drag）を防止したり，爪先・踵か

らエッジまでの距離を調整したりすることでトウ

サイド・ヒールサイドのターン中に適切なエッジ

ングが可能となる． 

Subgraph10 は「違う」「全然」が出現してお

り,Subgraph1 と同様にチタン製センターディス

クを使用することで生じた変化に関係するグルー

プ で あ る .Subgraph10 の 特 徴は Coefficient

（Jaccard 係数：0.54）が図 2 の中で最も強い結

びつきとなっている（濃い線）.具体的な発言内容

を KWIC 検索の一例は「持った感じは元々の既存デ

ィスクと比べて然軽さが全然違う．後で測ってみ

ようかなと思うが重さがまず軽い（A：上級）」，「両

足付けたのだが違う．板と一体感が増した気がす

る．凄い，全然違う（D：上級）」，「ディスクを変

えたら滑りが変わるなんて想像できない．でも履

いて板をちょっと持ち上げただけで全然力の加わ

り方が違う（E：上級）」，「滑りが全然違う．道具

で変わる（H：中級）」などである．  

2)レベル別分析：語と外部変数見出し分析（図 3） 

次に上級と中級，両レベルにおけるチタン製セン

ターディスクの有効性を検討するために，スノー

ボーダーのレベルを外部変数として共起ネットワ

ークの「語−外部変数・見出し」分析を行なった． 

分析の設定は最小出現数 5，最小文書数 1，共起関

係の種類「語と外部変数見出し」，描写する共起関

係の描写を Jaccard 係数により上位 60，語と語を

結ぶ線は「強い共起関係ほど濃い線に」の設定に

て分析を行った． 

上級者と中級者の異なり及び共通して強い結び

つきの語を図 3 に示した．まず両レベルに共通し

て結びつきの強い語は「板」「感じ」「思う」「言う」

「良い」などであった．上級者に強い結びつきの

語は「使う」「プレートピア（チタン製センターデ

ィスクの商品名）」「トーション」「カービングター

ン」「バインディング」などで，中級者は「本当に」

「加速」「結構」「薄い」「低い」などの語と結びつ

きが強かった．なおこれらの語に対して KWIC 検索

を使い元の文脈でどのように使用されているのか

を確認して，スノーボードの技術に関連する語を

抽出した． 

まず両レベルに共通していたスノーボードの技

術に関する語は「力」であった．全体分析の

Subgraph3 で述べたようにチタン製センターディ

スクを使うことによりノーマルディスクよりも力

（荷重）を確実に板に伝えることが可能となる．

その結果トーションが使いやすくなったり，板を

確実に撓ませたりすることが可能となり，中級者

の加速や上級者のトーション及びカービングター

ンの発言につながったと推測される． 
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中級者の「加速」であるが，加速は上級者が具備

している技術要素の一つであり中級者が習得しな

ければならない技術の一つである．その理由は，

JSBAでは 1級検定のフリーライディングの着眼点

に「斜面状況にあったボードコントロール，流れ

の良い運動と滑走」があり，A 級・B 級インストラ

クター検定にも「コントロールされたスピード」

という項目がある 46)．すなわち減速は減点の対象

となり，外力（重力，遠心力，雪面抗力，摩擦抵

抗，空気抵抗，地形変化）が影響する状況下で速

度維持や減速した場合には加速しなくてはならな

い場面も生じる．また SAJ の日本スノーボード教

程では採点競技であるハーフパイプの採点方法と

して「回転数が高く，ジャンプが高いほど採点は

上がる」47)としておりパイプ内で加速させること

がポイントとなる．中級レベルのスノーボーダーH

はハーフパイプを主なスタイルとしているので

「加速する」ことに対して印象を持ったと推測さ

れる（Subgraph3 を参照）．このことから中級者が

チタン製センターディスクを使用することで加速

感を体験できると共に，ターンの山周りや落下で

の加速方法や板への荷重方法などを理解すること

が可能となり，加速の技術を習得するための補助

となることが考えられる． 

次に上級者の「トーション」「カービングターン」

について述べる．先ずトーションに関しては、グ

ラウンドトリックやカービングターンを行う際に

先行動作として行われる．具体的にはスピンを行

う際の足場固めであったり，カービングターンで

はソールがフラットな状態から角付へ移行する際，

トーションを使い前足のエッジから雪面を捉えた

りするものである．次にカービングターンに関し

図 3. 共起ネットワーク 

（語と外部変数見出し：レベル別） 
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ては前述のトーションを効果的に使えるようにな

ると共に，Subgraph3 の「ノーマルディスクより

も力が板に伝わる」にあるように板のフレックス

（柔らかさ、撓り）を効果的に利用できるように

なることが窺える．上級者においてトーションが

活用しやすくなるチタン製センターディスクを使

用することはスキルアップに有効であると考えら

れる．その理由は JSBA スノーボード教程の上級者

に「上級者になるとさまざまな技術の習得と熟練

が必要になりますが，劇的なレベルアップが見込

めなくなってくる段階です。実際の滑走だけでは

なく，視覚や理論も併用して技術習得の補助が必

要」48)と記載されているからである．このことは

様々な方法でスキルアップを図ることが必要であ

り，チタン製センターディスクを補助具として使

うことで上級者においてもスキルアップが行える

可能性が示唆された．  

Ⅴ．まとめ 

本研究は新たに開発したフリースタイル用チタ

ン製センターディスクの技術習得補助具としての

有効性を検討した．方法はスノーボーダーが試乗

し SNS 上で公開している映像に対して KH Coder3

を用いて計量テキスト分析を行い，共起ネットワ

ークの「語と語分析」と「語と外部変数見出し分

析」を行った．語と語の分析からは滑りや技術に

関する内容と共に，勧めるべき対象や取り付け時

の短所などに関する内容が抽出された．一方，語

と外部変数見出し分析ではスノーボードの技術を

中心とした内容が抽出された．具体的には「語と

語分析」では 10 の Subgraph が出現し，Subgraph1

から 3 はディスクを使用したことにより生じた変

化に関するもので，1 は感覚の変化，2 は滑りの変

化，3 はスノーボーダーの内力の変化に関するも

のであった．また Subgraph4 は素材，Subgraph5

はディスク装着の困難さ，Subgraph6 は勧めるべ

き対象，Subgraph7 は薄さと軽さ，Subgraph8 は試

乗，Subgraph9 はディスクの欠点，Subgraph10 は

Subgraph1 と同様に感覚の変化であった．次に「語

と外部変数見出し」であるが，レベル間で共通し

てみられた技術に関する変化は「力」であった．

チタン製センターディスクを使用することで力

（荷重）を適確に板に伝えられるというものであ

った．中級者で特徴ある語は「加速」であった．

チタン製センターディスクを使用することで加速

感を体験できると共に，加速のタイミングや板へ

の荷重方法を理解することが可能となり，技術習

得の補助となることが示唆された．上級者で特徴

ある語は「トーション」「カービングターン」であ

った．上級者になると劇的なレベルアップは期待

できなくなる．その中において板のトーションを

効果的に使うことができること及び質の高いカー

ビングターンが行えることは技術の向上が期待で

きると考えられる． 
以上のことから中級者・上級者においては「力（荷

重）」，中級者においては「加速」，上級者において

は「トーション」「カービングターン」に関する技

術の習得に対して，チタン製センターディスクは

補助具として有効的であると考えられた． 
Ⅵ．本研究の限界と今後の課題 

本研究の限界であるが，今回は中級者と上級者が

対象であるために，初心者・初級者に対する効果

は不明である．また本研究は SNS で紹介された 8
本の映像を分析しており編集者の恣意が含まれて

いる可能性がある．そのために研究の信頼性を担

保するため SNS や雑誌に対する先行研究 49,50)や

プロスポーツチームや裁判事例などの先行研究
51-55),KH Coder の作者である樋口の「計量テキス

ト分析及び KH Coder の利用と展望」で紹介した

応用研究 56)などを踏襲して研究デザインを決定

した．今後は初心者・初級者を含めて検討すると

ともに，使用者の先入観を除外するためにダブ

ル・ブラインド・テスト（double blind test；DBT）
的な手法を取り入れることも必要と思われる．ま

た上級者の多くが発言していた「トーション」に

関しては運動学的解析や動力学的な解析を行い，

スノーボーターが発揮しているトルクやタイミン

グ等を定量的に示して検討する必要性がある．  
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